
子どもの見取りと手立て
早川実践 「跳び箱運動」



思考力、判断力、表現力等
評価規準 十分満足できる（A） おおむね満足できる（B） 努力を要する（C）

①自己の能力に
適した課題を見
付け、その課題
の解決の仕方を
考えたり、課題
に応じた練習の
場や段階を選ん
だりしている。

自己の課題を見付けるとともに、
仲間の課題にも目を向け、アド
バイスをしている。
見付けた課題を解決するために、
複数の場の中から自己の課題の
解決に適した練習の場を選ぶと
ともに、仲間の課題解決へのア
ドバイスをしている。

課題を確認し合いながら、「こ
の場で練習するといいよ。」
「このポイントを意識するとい
いよ。」が伝えられる。

ICT機器を活用して、動きのポイ
ントと自己や仲間の動きを照ら
し合わせ、技のできばえや次の
課題を確認するなど、自己の課
題を見付けている。
見付けた課題を解決するために、
複数の場の中から自己の課題の
解決に適した練習の場を選んで
いる。

「このポイントを解決したいか
ら、この場で練習する。」が明
確な状態。

自分の課題が見付からないまま
練習をしている。
自分のできる技や習得済みの場
での活動を続けている。
自己の課題の解決とは異なる場
で練習をしている。

手立て
・グループで活動する経験を単元前半
で積み重ねておく。

・単元を通して、仲間と関わったから
こそ上達したことを記録できるよう
にする。（学習カードor掲示物）

手立て
・技のポイントや見本動画をいつでも
確認できるような掲示物や学習カー
ド（ICT活用）を用意する。

・それぞれの練習の場が、何を解決す
るための場なのかを、単元を通して
共有する。

・課題を見付ける際の個別の関わり



思考力、判断力、表現力等
評価規準 十分満足できる（A） おおむね満足できる（B） 努力を要する（C）

②課題の解決の
ために自己や仲
間の考えたこと
を他者に伝えて
いる。

つまづいていた技のこつやわかった
ことを、書いたり映像を活用したり
して、自分が考えたことを整理し仲
間やグループに詳しく伝えている。

自分や仲間が取り組む技を見て…
・技がどうだったか（できばえ）
・どのポイントを意識するとよい
か（技のこつ）

・そのために何ができるか（練習
の場や方法の工夫）

を伝えている。

グループの中で互いの役割を決
めて観察し合ったり、学習カー
ドやICT機器を活用したりして、
つまづいていた技のこつやわ
かったことを書いたり、映像を
活用したりして、仲間やグルー
プに伝えている。

自分や仲間が取り組む技を見て、
技のできばえ、技のこつ、練習
の場や方法の工夫のうち、いず
れかについて伝えている。

一人で練習をし続けている、か
つ「この場で練習するとでき
た。」「このポイントを意識し
たらできた。」という内容を表
現できない。

手立て
・技ができるようになるために伝える 
ポイントを、単元を通して共有する。

・練習の間に全体交流を行い、自分の
進捗状況を共有するともに、仲間の
次の活動を知ることができるように
する。

手立て
・グループ（同じ場に集まったメン
バー）で練習をするときの技の見方
（場所や役割）を共有する。

・個別の関わり
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